
Title 民事判例研究

Author(s) 吉田, 邦彦

Description 判例研究

Citation 北大法学論集, 59(3), 393-404

Issue Date 2008-09-30

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/34848

Type departmental bulletin paper

File Information 59-3_p393-404.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



判

例

研

究
民

事

l
 

r
 l
 

、

J
M
M
M
1
4
 

刃
切
8
盆
旬
E
E
E
F

耳バ
ザ

ι引制
r

司 h

7L 

父
母
に
よ
る
養
育
費
支
払
い
の
合
意
と
子
か
ら
の
扶
養
料
請
求

仙
台
両
以
附
和
吉
パ
年
八

υ
一
凶
行

(
昭
和
江
ヘ
年
二
こ

五
品
川
二
号
一
川
口
立
一
員
)

技
廷
判
ず
み
お
川
三
倍
半
山
ド
刻
す
る
却
問
抗
μ
[
{
は
γv-H平
作
)

川
4

六
号
、

(
一
本
及
汀
報
一

門
事
実
}
X

fl 

!日

中
ウ
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r 
ノら

'cム

λ
女?と

Y
司
、
中
守
治

fz刀
・
払
出
入
、
)

ム
↓
小
山
川
ご

叶

JU

時
に
は
、

か
ら
則
一

R
L
f別
J
川

FJ別
に
は
、
'..CA 

一年
1
4十
)
が
、

Y
の
雲
行
が
あ
~1

九
三
、

jA裂
は
、

手1)

彦

の
じ
っ
ん
で
あ
る

閉山川
umい
へ
午
に
川
相
Nm1J
た

一
同
州
九
年
止
丁

レ
ハ
川
九
年
ん
汀

A
土
主
一
一
ト
J

E
-
-

一
い
る
)
、
そ
の
品
川
離
婚
前
作
が
中
止
で
お
コ
れ
た
が
不
胤
げ
で
、

附
収
附
J

山

二日社5りは主氾)l~OS 



判例柿究

訟
と
な
り
、
同
立
三

1
六
月
に
裁
判
上
の
和
解
が
成

v一L
、
協
議
離
婚
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
和
解
で
は
、
伝
一
和
僻
金
一
二

O
万
川
を

Y
が

A

に
支
払
い
、
さ
ら
に
、
お
一
長
官
費
片
万
円
を
阿

1
阿
川
月
以
降
支
払
い
、

切
そ
れ
以
外
的
請
求
は
放
棄
す
る
も
の
と
さ
れ
た
、
そ
し
て
、

Y
は
そ
れ

に
某
づ
く
支
払
い
を
履
行
し
て
い
た
F

同
五
計
年
一
月
に
は
、
入
学
準
備

と
し
て
、
三
万
円
加
賞

v

て
い
た
」
。
な
お
、

Y
は
、
大
学
助
「
で
、
川

収
手
取
り
一
五
万
八

T
余
刊
を
得
て
お
り
、
ま
た
同
ム
川
三
河
一
口
刀
に
は
、

別
女
ζ

婚
姻
し
、
同
五
六
年
一
月
に
は
、
子
供
も
川
ま
れ
て
い
た
(
そ
の

悶
併
と
し
て
は
、
宅
地
八
口
昨
と
、
明
宅
(
肘
冗
凶
年
月
新
築
)
が
あ

り
、
反
面
で
、
刀
額
五
万
数

T
日
返
済
の
借
入
金
が
あ
っ
た
)
。

他
方
で
、
別
併
後
は
、

X
は
、
A
と
同
居
し
つ
う
そ
の
実
家
E
養
わ
れ
、

A
は
、
婚
姻
中
か
ら
頚
一屑
腕
位
候
群
、
恥
骨
結
合
理
開
、
慢
性
刈
節
リ
ウ

マ
チ
な
ど
健
肢
を
害
し
て
お
り
、
パ
汁
活
全
般
の
伝
助
を
受
け
、
離
婚
後
も

両
足
恨
外
H
K
瞳
を
発
梢

L
、
行
政
害
十
寺
町
資
怖
を
得
た
が
、
相
職
で
あ
っ

た
(
な
お
、
A
の
!
丈
家
の
財
産
と
し
て
は
、
也
父
が
仙
地
上
の
肘
宅
を
右

し
、
父
が
日
付
川
年
金
川
額
?
ハ
万
凶
「
余
円
、
給
与
月
収
同
U
A
4
ハ
干
余

円
を
得
て
い
た
)
。
ま
た
、

X
は
、
頭
原
市
亀
烈
庁
折
が
あ
り
、

M
1
制
す

る
党
作
が
断
統
的
に
あ
り
、
ま
た
小
児
哨
出
催
忠
絞
は
、
糸
、
は
附
巴
的
症

状
に
な
り
や
す
か
っ
た
し
、
川
jη

凶
年
に
は
、
件
山
川
町
半
丸
の
柏
山
手
術
も

呈
け
て
い
た
ノ
ど
こ
で
、

X
は
、
|
|
A
が
そ
の
法
1

記
代
理
人
と
な
っ
て

|
|
小
F
J

子
校
入
v与
に
よ
り
ヰ
活
費
が
哨
加
し
、
そ
の
他
rn桜
費
や
諸
物
価

両
騰
に
よ
り
、
事
情
的
変
更
が
あ
り
、
ヰ
ザ
占
的
費
八
万
川
町
半
分
の
月
刊
万

円
的
交
育
費
(
扶
究
科
)
を
支
払
う
べ
く
、

Y
に
求
め
た
の
が
、
本
巾

υ一

で
あ
る
、

ItiJと5D(3・394)1506 

原
審
(
仙
川
F

門
家
審
昭
和
主
ハ
・
六
・
阿
)
で
は
、
本
件
相
併
の
効
力
は
、

当
事
者
で
は
な
い

X
に
直
接
投
ば
な
い
と

ν

て
も
、
同
和
解
条
項
は
本
件

扶
要
審
判
に
つ
い
て
は
、
ム
竹
h
A
な
創
的
事
由
に
な
る
と
し
つ
つ
も
、
労
耐

ん
式
的

X
の
消
費
中
位
は
、
和
解
当
時
的
凶
利
は
、

T

計
五
に
な
っ
て
い
る

と
し
、
事
情
の
変
更
が
あ
っ
た
と
す
る
そ
し
て
和
解
時
に
牛
治
資
月
額

と
し
て
凶
万
円
ー
と
し
て
要
育
費
月
一
万
刊
の
支
払
い
と
し
た
の
は
、
応

の
相
当
刊
が
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
後
そ
れ
を
桝
組
す
べ
き
事
情
的
変

史
が
あ
る
と
し
て
、

Y
の
丸
払
う
べ
き
交
育
費
は
入
学
時
の
昭
和
利
甘
刊

凶
月
か
ら
月
一
万
九

G
O
O
-円
だ
と
し
〔
X
の
あ
る
べ
き
生
前
資
力
心

t
c
o円
射
を
Y
、
A
の
配
分
基
礎
額
的
各
一

π万
二
一
一
同
円
、
一

万
六
八
一
石
円
で
比
例
配
分
し
た
結
果
組
一
万
九
一
一
五
判
を
参
考
と
し

た
の
で
あ
ろ
う

(
I
ロ
回
)
〕
、
既
に
文
払
中
の
養
育
費
と
の
差
引
引
川
村
昇
を
し

な
い
が
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
も
の
で
も
な
い
と
す
る
。
か
く
し
て
、
即
時

余
四
口
万
六

0
0
0円
及
、
ぴ
川
石
ハ
年
六
け
か
ら

X
が
成
人
す
る
ま
で
川

一
万

λ
G
O
O
H
の
支
払
い
を
命
じ
た
り

Y
抗
川
、

Y
が
品
川
ハ
仰
す
べ
き
扶
髭
料
は

(
疋
常
川
収
七
万
八
「
余
円



を
基
に
甘
川
ー
す
る
と
)
月
二
万
台

0
0
0円
で
あ
り
、
既
に
支
払
つ
亡
い

る
月
二
万
川
と
の
芹
引
で
、
支
払
う
べ
き
額
は
、
川
合

0
0
0円
だ
と
す

る
【
決
定
要
旨
】
抗
告
棄
却
。

扶
養
料
官
山
川
町
志
準
を
、
(
原
審
の
よ
う
に
)
諸

F
当
を
含
む
月
収
と

ν
て
も
不
当
で
は
な
い
と
し
、
さ
ら
に
、
「
和
解
は

Y
と
A
と
の
問
に
成

占
す
し
た
も
の
で
、

Y
と
X
と
の
聞
に
声
援
の
権
利
義
務
を
生
じ
止
し
め
た

も
の
で
は
な
い
か
ら
、
右
和
解
が
蛍
育
科
折
半
の
趣
旨
で
成
立
し
た
ζ

し

て
も

X
に
対
し
て
は
何
ら
の
拘
束
心
を
有
せ
ず
、
単
に
扶
養
料
甘
疋
の
際

し
ん
し
ゃ
く
さ
れ
る
べ
き
つ
の
事
市
川
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
し
、
」
「
ま
た

Y
が
A
に
対
し
和
解
に
基
づ
く
琵
有
料
を
支
払
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
当

拭
に
本
件
扶
λ

世
帯
判
に
お
い
て
乍
引
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筋
合
の
も

の
で
は
な
い
」
と
す
る
。

【
評
釈
】

問
題
の
所
在

民事判例叶究

喪
肯
科
に
閣
す
る
父
付
聞
の
合
意
の
効
々
が
あ
っ
た
場
合
の
事
後
的
な

扶
養
料
品
求
(
し
ば
し
ば
母
が
、
「
伏
の
法
定
代
理
人
と
し
て
い
民
法
八
七

ヒ
条
に
よ
る
扶
養
料
支
払
い
の
中
古
を
す
る
)
の
可
丘
、
つ
ま
り
、
合
意

の
子
供
へ
の
効
力
が
附
わ
れ
る
こ
と
は
、
従
点
し
ば
し
ば
あ
り
、
未
成
熟

L
J
扶
主
的
凸
典
的
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
の
刊
例
は
、

山
場
が
民
々
に
分
か
れ
(
な
お
、
山
脇
家
校
法
判
例
rU
選
前
説
〔
【
六
一
}

(
四
版
)
(
九
一
八
八
)
一
一
一
口
頁
、
【
阿
!
ハ
}
プ
ハ
版
)
(
ひ
っ
一
)
九

凶
頁
な
と
〕
は
、
審
刊
例
は
、
合
意
の
拘
点
力
を
認
め
て
い
な
い
よ
う
な

書
き
方
で
あ
る
が
、
こ
の
占
に
つ
き
実
務
は
分
か
れ
て
お
り
、
や
平
ミ
ス

リ
1
デ
ィ
ン
グ
で
あ
ろ
う
)
、
ま
た
学
説
は
、
主
務
よ
り
も
積
極
訂
以
に
踏

み
込
む
も
の
が
多
い
(
消
杯
的
げ
場
の
裁
判
例
に
批
刊
的
で
あ
る
)
c

こ

う
し
た
中
で
、
本
決
i

注
は
、
積
柿
仰
を
と
っ
た
事
例
で
あ
る
。

実
務
的
論
点
だ
が
、
扶
廷
料
を
巡
る
実
際
の
紛
争
に
お
い
て
は
、
重
辺

で
あ
り
、
き
ら
に
検
討
す
る
と
、
制
度
的
問
題
、
そ
し
て
、
原
理
的
に
、

家
族
法
、
干
の
思
考
様
式
の
特
刊
の
問
題
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
じ

関
連
裁
判
例

(
一
)
〔
扶
盃
料
話
求
積
極
例
〕
本
件
に
関
連
す
る
裁
判
例
を
扶
養
料
市

求
の
認
肖
に
州
し
て
苧
岬
し
て
み
る
と
、
積
極
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
{

す
な
わ
ち
、
①
人
阪
両
決
昭
和
三
・
九
・
二
ハ
家
月
八
巻
九
号
四
八
良

(
先
す
っ
調
停
で
は
、
六
心
円
の
財
産
分
与
と
と
も
に
、
何
ら
の
話
求
を

し
な
い
旨
の
介
B
が
あ
る
J

し
か
し
、
そ
の
後
了
供
に
は
、
入
院
費
用
も

北法SD(3.39:J) lSOi 



判例柿究

か
か
り
、
医
師
で
あ
る
父
に
対
す
る
事
絞
的
な
扶
養
科
目
一
む
つ
ひ
刊
を

認
め
た
原
審
を
支
持
す
る
r

扶
禿
料
請
求
停
は
欣
棄
で
き
な
い
し
(
民
法

八
八
条
)
、
父
の
職
業
は
母
の
そ
れ
(
パ
ー
の

ι給
)
よ
り
も
安
疋
し

て
い
て
、
発
展
性
に
出
む
と
す
る
)
、
必
東
京
市
決
昭
和
一
一
八
・

0
・

K
家
月
一
六
巻
一
号
六
つ
頁
三
原
審
)
東
京
家
脊
昭
和
一
一
八
・
?
?
一

凶
家
月
一
石
巻
九
号
一
七
頁
)
「
川
五

0
0
0川
の
支
払
い
自
定
。
調

停
条
項
は
、
扶
養
料
の
額
柏
村
J

疋
の
図
的
事
由
に
な
る
と
す
る
υ

こ
れ
に
対

し
て
、
抗
告
審
の
方
が
、
や
や
形
式
的
に
扶
養
を
受
け
る
梓
利
は
処
分
で

き
な
い
(
民
法
八
八
一
条
)
か
ら
と
す
る
)
、
勾
札
幌
市
決
昭
和
凶
三
・

一
一
・
一
九
家
刀
二
巻
川
号
一
一
一
九
頁
内
原
道
雄
・
京
族
法
者
判
例

の
研
究
(
中
川
庁
編

)
(
H本
評
論
朴
、
九
七
二
一
九
一
員
以
ド
l

(

L

J

の
引
取
の
引
換
的
な
高
求
放
棄
の
念
書
芹
入
れ
の
ケ
ー
ス
。
民
法
八
八
一

条
か
ら
、
話
求
権
放
棄
に
は
、
効
力
が
な
く
、
協
議
は
債
権
的
効
力
を
持

つ
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
る
c

事
情
も
変
化
し
た
と
も
す
る
)
、
④
大
阪
両

決
昭
和
五
同

1

ハ
・
一
八
家
け
二
一
巻
三
号
九
川
良

(r供
を
引
取
る
際

に
、
三
口
万
呈
散
し
、
こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
に
主
育
料
は
請
求
し
な
い
己
円

の
百
明
が
な
さ
れ
た
も
の
。
人
n
自
は
、
五
古
義
務
占
聞
の
も
の
で
、
了
に

対
す
る
義
務
を
免
れ
さ
せ
な
い
と
し
つ
つ
、
合
意
は
、
布
力
な
割
附
宇
白

と
な
る
と
す
る
)
、
一
⑤
点
京
京
市
昭
和
五
同
・

号
六
口
氏
(
先
行
す
る
確
定
詐
判
で
は
、
蛍
育
料
と
し
て
一
人
一
ヶ
片
一

八
家
月
三

万
判
ず
つ
の
文
払
い
が
定
め
ら
れ
た
の
に
対

L
、
本
件
で
は
、
さ
ら
に
一

人
一
ヶ
川
吉

C
C
C円
の
主
払
い
を
肯
定
し
た
。
審
判
を
実
質
的
に
捉
え
、

付
加
的
校
在
料
を
併
{
止
し
て
い
る
)
、
一
@
大
限
家
事

γ成
元
・
九
・
一

家
月
川
一
巻
一
号
一
八
八
頁
(
調
停
離
婚
時
に
は
、
当
時
無
職
で
あ
っ
た

父
に
解
訣
金
一
立
。
万
円
が
支
払
わ
れ
、
さ
ら
に
養
育
費
は
請
求
し
な
い

じ
円
の
合
意
が
な
さ
れ
た
じ
し
か
し
、
そ
の
後
父
は
職
を
得
て
、

L
J

を
昨
帆
走

す
る
母
よ
り
も
収
入
が
布
く
な
っ
た
事
例
。
父
母
山
の
い
民
法
七
七
六
久
人
の

監
護
処
分
を
選
る
紛
宇
盃
育
費
と
し
て
、
即
金
一
阿
凶
万
余
円
、
さ
ら

に
、
人
一
ウ
月
三
万
四

γ
1
0
0余
川
口
の
支
払
い
を
H
H
定
す
る
。
未
成
介

者
の
一
倍
祈
を
古
す
る
等
特
段
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
凡
り
が
養
育
費
を
角
(
出
帆

す
る
合
意
を
右
効
と
し
、
し
か
し
事
情
変
更
が
あ
れ
ば
、
民
法
八
八
口
条

か
ら
も
合
志
山
内
十
件
の
変
更
を
主
張
で
き
、
父
が
経
済
的
に
安
定
し
た
状
態

に
な
り
、
川
円
の
止
活
水
準
を
上
阿
る
に
烹
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
あ
た
り
、

川
活
水
準
の
同
い
組
(
父
)
と
同
科
度
町
一
川
活
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
ト
と
す
る
当
初
の
ん
門
H
E

に
も
か
な
り
の
疑
義
が
あ
る
ケ
ー
ス
だ
ろ
う
)

ItiJと5D(3・396)1日併3

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
、

巻
?
ハ

(
二
)
[
扶
養
料
請
求
否
定
例
〕
他

h
で
、
請
求
を
否
定
し
た
及
判
例
は
、

以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ふ
り
l

人
分
家
小
津
支
審
昭
和
一
一
・
一

家

H
一
心
巻
一
一
一
号
八
凶
頁
(
協
議
離
婚
の
際
に
、
視
権
者
を
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母
と
す
る
代
わ
り
に
、
整
官
費
等
、
将
来
何
ら
の
よ
耐
求
も
し
な
い
旨
の
約

誌
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
刊
羽
後
に
、
川
一

0
0
0円
の
扶
香
料
を
求

め
る
本
作
山
中
立
が
な
さ
れ
た
も
の
コ
父
の
表
p

品
川
は
、
前
婚
従
も
ぺ
J

活
保
持

者
北
初
で
あ
り
、
養
育
費
放
棄
の
約
定
は
、
扶
養
を
受
け
る
権
利
の
放
棄
に

あ
た
り
、
相
効
だ
と
オ
る
が
、
父
〔
梢
神
耗
弱
で
、
円
身
の
生
活
維
持
の

収
人
も
な
い
と
さ
れ
る
〕
の

q
活
は
は
の
そ
れ
よ
り
も
窮
迫
し
て
い
て
相

当
に

ιし
い
か
ら
と
し
て
市
げ
却
卜
)
、
③
一
熊
本
家
八
代
文
市
昭
和
四
三
・

五

・

一

本

M

G
巻
一
心
号
八

C
貞
(
姑
HI
寸
と
の
い
ぎ
こ
さ
で
の
断
婚
c

当
初
心
ハ
い
一

-M
の
慰
謝
料
財
斥
分
与
を
求
め
て
い
た
が
、
長
古
賀
も
含

め
て
山
慰
謝
料
五
口
万
円
の
綬
乏
が
な
さ
れ
た
。
本
件
扶
蛍
料
詰
求
を
否
定

す
る
に
あ
た
り
、
ア
1
0万
円
を
遊
興
に
ト
八
千
費
消
し
、
自
ら
の
責
に
仰
す

べ
き
宇
白
に
よ
り
扶
養
困
難
な
事
態
に
烹
ら
し
め
た
の
で
あ
り
、
附
婚
凶
限

三
苛
余
り
後
の
今
日
円
で
は
、
特
別
事
情
は
な
い
と
す
る
)
、
一
⑨
J
部
{
門
家

詐
町
和
五

O

八
・
一
九
家
川
一
八
巻
九
号
計
八
氏
(
訓
停
で
昭
和
川
i

ハ

ー
か
ら
五
年
間
月
一

0
0
0円
〔
一
万
刊
の
間
違
い
か
っ
〕
の
養
育
費
を

支
払
う
と
し
、
「
今
後
身
分
上
の
主
張
、
財
産
の
請
求
は
し
な
い
」
己
円

の
条
項
が
あ
る
c

本
作
で
は
、
一

H
円
の
扶
養
料
支
払
い
が
中
す
て
ら
れ

た
じ
長
官
賓
の
ん
門
治
は
、
扶
長
請
求
権
に
か
か
わ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

本
件
で
は
合
意
を
変
更
す
る
相
当
の
理
府
(
合
青
山
内
容
の
不
当
性
、
事
情

変
更
)
は
な
い
と
す
る
て
お
札
幌
心
同
決
昭
和
有
一
・
有
二
二
判
タ
一

山
崎
賢
一
・
判
タ
三
凶
ひ
号
二
九
七
七
)
七
六
民

以
下
戸
離
婚
訓
停
で
、
養
育
費
は
す
べ
て
母
が
負
制
一

L
、
請
求
し
な
い
旨

の
介
意
3

し
か
し
そ
の
他
叫
精
神
的
侮
辱
が
あ
っ
た
と
し
て
、
(
干
の
法
定

代
市
町
人
と
し
て
)
扶
養
料
請
求
。
原
併
を
取
り
消
し
て
、
中
す
却
下
。
夫

婦
聞
の
ん
口

E
は
、
子
と
も
か
ら
扶
蛍
請
求
が
あ
り
、
父
が
支
払
一
っ
た
り
、

母
が
償
還
請
求
に
応
ず
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、
生
活
基
盤
が
共
通
の
付

が
負
担
す
る
な
ら
ば
、
結
同
，
ナ
ど
も
が
請
求
し
と
も
子
に
益
し
な
い
(
実

蛍
的
考
察
)
c

諸
般
の
宇
情
の
変
更
が
な
け
れ
ば
、
扶
叫
党
訪
れ
水
桂
を
行
使

で
き
な
い
の
で
あ
り
、
本
件
は
断
婚
後
一
介
も
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
。
慰
謝
料
請
求
は
、
本
巾
立
で
は
零
れ
ら
れ
な
い
と
し
た
)
、
必
長

野
家
伊
那
支
脊
昭
和
五
万
・
一
・
四
家
H
月
三
三
巻
れ
号
八
一
両
日
(
(
抗
山

存
)
川
県
尽
高
決
昭
和
五
丘
・
一
一
・
一
一
家
月
一
一
一
一
巻
甘
号
八
八
白
)
(
養

育
料
を
品
ぶ
し
な
い
己
円
の
さ
約
事
例
(
刷
山
謝
料
の
支
払
い
も
な
く
、
定
育

義
務
を
父
は
鈍
っ
て
い
な
い
)
扶
養
料
川
一

h
円
請
求
。
主
約
か
ら
扶

養
に
関
す
る
協
議
は

h幼
と
し
、
離
婚
絞
一
ヶ
月
余
り
で
、
一
ん
的
に
付

だ
け
に
扶
長
兵
務
を
負
担
さ
せ
る
の
が
、
酢
と
見
る
べ
き
特
段
の
事
情
(
事

情
変
更
)
は
な
い
と
す
る
。
抗
告
審
も
、
父
川
町
意
思
表
不
に
は
、
法
的

効
心
は
な
く
道
義
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
は
で
き
な
い
と
し
た
)
、
首

相
同
家
小
倉
文
市
昭
和
力
五
・
六
・
一
家
川
三
二
巻
八
号
1

ハ
一
貝
(
協
議

離
婚
の
際
に
、
預
金
(
三

O
万
円
く
ら
い
)
、
家
具
、
制
度
川
町
を
川
が
取

公
芳
一
九

貝

北法5D(3.397) 1509 
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得

L
、
4
J
の
蛍
七
百
費
を
請
求
し
な
い
と
の
ん
門
息
。
養
育
料
と
し
て
、
了
の

成
人
ま
で
の
刈
立
万
円
の
主
払
い
の
中
立
を
し
た
事
例
F

養
育
費
の
不
請

求
的
合
意
に
反
し
て
の
請
求
は
、
原
則
と
し
て
失
当
だ
と
し
、
人
門
出
を
維

持
で
き
な
い
特
別
の
事
情
(
経
治
の
扶
語
能
力
を
長
失
し
、
監
護
教
育

に
支
障
を
き
た
す
な
ど
」
は
な
い
と
す
る
)
が
あ
る
バ

そ
し
て
さ
ら
に
、
近
時
の
事
例
と
〕
て
は
、
一
対
東
京
同
決
平
成
一

0
・

凶
目
六
家
月
五
口
巻
一
口
せ
一
一
ニ
ワ
貞
(
剥
芹
離
婚
時
(
昭
和
ハ
ロ
午
一

一
月
)
に
、
援
育
費
一

C
C
O万
円
、
財
産
一
分
ι
J

慰
謝
料
三

C
C
C万

円
の
支
払
い
が
父
か
ら
付
に
な
さ
れ
、
他
に
金
銭
上
の
請
求
を
し
な
い
じ
円

の
合
意
も
あ
っ
た
が
、
ギ
成
七
年
八
刀
に
、
そ
の
一
む
つ
の
万
円
は
、
私

守
中
学
ま
で
の
授
業
料
き
ら
に
学
制
自
塾
の
費
削
に
費
や
し
た
(
さ
り
に
一

0
0
0万
川
は
、
父
の
事
業
に
つ
ぎ
込
ん
で
消
賀
し
た
)
と
し
て
、
民
法

七
六
六
条
の

f
の
骸
設
処
分
と
し
て
日
一

O
万
円
の
長
肯
告
の
支
払
い
を

申
L
ウ
て
た
も
の
)
が
あ
る
c

こ
こ
で
は
、
服
審
(
点
民
家
審
干
成
九
・

一
0
・
一
家
川
け
丘
(
)
巻
一
口
号
一
一
一
丘
頁
)
で
は
、
教
育
古
の
両
騰
に
よ

り
、
事
情
の
変
更
が
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
、
父
の
充
分
な
長
育
費
I
え
払

い
能
力
を
一
認
定
し
、
川
一
二
万
余
l
一
一
一
一
万
余
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
の

で
あ
る
が
、
抗
パ
門
審
で
は
、
そ
れ
を
取
り
消
し
て
、
巾
ム
リ
を
却
上
し
た
。

母
親
は
、
養
育
費
を
計
幽
的
に
使
用
し
て
歪
育
す
べ
き
お
務
が
あ
る
と
し
、

授
業
料
が
急
激
に
古
騰
し
た
よ
う
な
事
情
変
更
も
な
く
、

L
J
と
も
は
就
w
d

可
能
午
齢
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
請
求
に
は
理
山
間
が
な
い
と
す
る
わ

け
で
あ
る
(
な
お
、
本
件
了
ど
も
は
、
私
心
布
校
に
進
学
し
て
お
り
、
か

業
後
は
、
大
学
医
学
部
人
学
を
予
定
し
て
い
た
)
(
と
こ
ろ
で
、
本
刊
と

の
関
連
で
、
神

μ
家
存
ギ
成
元
・
一
一
四
家
川
同
一
巻
三
号
九
州
民

は
、
父
に
相
断
で
、
母
が
了
ど
も
私
リ
一
向
校
に
入
干
さ
せ
、
事
後
的
に
そ

の
茸
用
の
分
担
を
求
め
た
事
例
で
、

H
H
定
)
て
い
る
(
「
当
然
に
は
、
認

め
ら
れ
な
い
が
、
父
親
の
資
h
A
、
社
会
的
地
位
な
ど
か
ら
み
て
、
父
親
に

お
い
て
、
土
成
年
苦
の
た
め
義
務
教
育
を
越
え
る
教
育
費
を
負
刊
す
る
こ

と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
」
請
求
で
き
る
と
す
る
)
こ
と
に
も

ItiJと5D(3・398)1510 

山
川
起
し
て
お
き
た
い
)
。

な
お
、
必
ノ
京
京
地
刊
平
成
一
阿
-
八
・
一
一
判
タ
一
口
八
号
一
刊
の

良
(
離
婚
時
の
「
資
産
の
分
配
」
書
耐
で
は
、
資
産
総
領
一
億
一
口
八
一

万
(
居
住
用
マ
ン
ン
ョ
ン
の
他
、
百
貨
ワ
シ
ル

l
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
一
一
円
と

現
金
)
の
内
の
一
分
の
一
(
凶
三
六
心
万
円
)
は
、
父
が
取
り
、
残
り

分
の
二
を
舟
が
取
得
し
、
そ
の
干
分
は
子
ど
も
の
養
育
賀
的
な
持
八
刀
で
、

，
ナ
の
将
来
的

H
動
で
本
人
に
伴
い
移
動
す
る
)
と
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
合

意
(
扶
養
契
約
)
の
L
J
と
も
へ
の
効
力
が
問
題
と
さ
れ
た
c

そ
の
後
別
耕

し
た
母
L
J
聞
の
財
崖
紛
争
で
あ
り
、
紛
争
類
別
は
異
な
る
。
同
れ
リ
ト
人
学
入

学
が
二
年
制
専
門
宇
校
の
入
学
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
扶
養
料
減
額
を
し

た
上
で
、
同
扶
養
契
約
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
新
た
な
合
意
を
認
定
す
る
)



は
、
父
母
聞
の
合
立
の
子
と
も
へ
の
効
力
と
い
う
ト
刀
で
は
、
従
来
の
事
例

と
同
様
で
あ
る
が
、
人
円
九
回
の
作
川
町
仕
方
が
異
な
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う

裁
判
例
の
論
拠
な
い
し
判
断
枠
組
み
の
検
討

民事判例叶究

以
卜
を
受
け
て
、
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み
な
い
し
扶
話
料
の
品
求
認
併

の
論
拠
を
整
理
し
て
み
よ
う
(
な
お
こ
の
円
で
、
心
付
太
郎
「
父
川
に
よ

る
子
の
養
育
科
の
合
意
」
講
座
現
代
家
族
法
四
巻
親
権
後
見
・
扶
交
(
川

本
評
論
社
、
九
九
一
)
二
人
力
民
以
下
が
、
類
型
的
基
準
だ
烹
に
努
め

る
の
が
、
参
与
に
な
る
)
。

(
ご
(
扶
廷
料
請
求
肯
定
の
場
合
の
論
拠
)

ま
ず
、
詰
求
を
口
同
定
す
る
場
合
の
論
拠
で
あ
る
が
、
第
一
に
、
(
)
「
九
門

意
の
拘
束
力
が
な
い
一
「
扶
正
請
求
権
の
処
分
性
が
な
い
(
民
法
八
八
一

条
)
」
ト
と
す
る
も
の
が
あ
る
初
期
の
事
例
に
多
く
、
そ
の
彼
も
白
及
で

は
続
い
て
い
る
(
一
勺
、
必
一
、
③
、
一
切
。
さ
ら
に
、
次
述
す
る
よ
う
に
、
本

決
疋
も
そ
う
で
あ
る
υ

ま
た
必
は
、
一
般
論
と
し
て
肯
定
す
る
際
に
こ
の

内
…
に
触
れ
る
)
。
や
や
形
式
論
理
的
論
拠
と
い
、
え
よ
う
(
阿
旨
、
山
崎
・

前
掲
八
一
頁
)
が
、
F

午
、
試
で
は
、
こ
う
し
た
見
解
も
有
力
で
あ
る
(
丙
原

道
雄
「
視
権
者
と
親
子
問
的
扶
長
」
家
族
法
大
系
V
親
権
・
後
見
扶
養

(
有
斐
問
、
九
六
つ
)
九
五
頁
ハ
一
同
旨
、
石
井
健
吾
「
本
成
熟
子
の
養

育
費
請
求
の
ん
法
一
東
京
家
裁
身
分
法
研
究
会
漏
・
家
事
予
件
の
研
究

(
二
(
有
斐
閣
、
一
九
七
心
)
六
阿
良
、
一
七

O
l
一
七
一
民
「
当

事
者
と
し
て
加
わ
っ
て
い
な
い
未
成
熟
子
に
対
す
る
拘
点
力
は
な
い
と
す

る〕)。次
は
、
(
江
)
合
意
を
悶
酌
し
な
が
ら
も
(
一
④
(
実
質
的
把
恒
三
、
「
事

枯
変
更
」
(
諸
物
側
内
騰
、
父
親
の
経
済
状
況
の
好
転
、
母
親
の
生
活
の

阿
窮
な
ど
)
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
必
、
⑥
)
な
お
、
こ
の
白
で
、

実
務
で
は
、
臨
造
作
に
(

i

)

(

と
の
八
州
拠
を
繋
げ
て
い
る
も
の
が
か

な
り
あ
る
(
そ
し
て
、
(
)
を
強
調
す
る
も
の
は
、
(
日
)
に
つ
い
て
は
、

「
合
意
は
、
間
附
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
一
)
(
伊
丹
一
、
必
、
そ
し
て
本

決
定
)
じ
し
か
し
こ
こ
に
は
、
八
州
坦
的
に
矛
盾
す
る
も
の
が
今
日
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
と
お
き
た
い
υ

他
方
で
、
第
三
に
、
(
川
)
合
意
の
不
当
性
、
離
婚
給
付
の
少
な
さ
(
f
丁

の
院
議
の
た
め
の
(
交
渉
と
し
て
)
議
政
し
た
(
養
育
賀
の
負
何
に
甘
ん

じ
た
)
場
合
)
な
ど
か
ら
、
市
ぶ
を
肯
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
だ
が
、
裁
判
例
む
は
、
充
分
明
示
的
に
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
c

そ
し
て
、
内
定
例
で
は
、
こ
の
{
の
検

A
が
不
十
分
で
あ
る
と
つ
え
よ
う
。

「
養
育
費
詰
求
し
な
い
旨
の
合
志
」
の
不
当
特
段
討
の
ギ
十
分
さ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
扶
養
料
主
払
い
の
肯
定
例
否
疋
例
を
問
わ
ず
、
そ
の

北法5D(3忠則)1511 
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九
円
庄
の
不
当
性
の
検
討
の
小
l
分
さ
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
υ

こ
の
点
を

敷
好
す
る
と
、
五
)
「
人
下
〈
請
求
維
を
放
棄
し
た
場
合
一
(
包
円
的
な
額

の
授
受
に

H
ま
る
場
合
も
合
む
)
と

(
b
)
「
扶
蛍
に
関
す
る
ん
門
責
・
契

約
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
」
と
で
、
分
け
る
必
要
が
あ
り
(

(

a

)

の
上
々
が
、

民
法
八
八
一
条
と
の
関
係
で
疑
義
が
ん
き
い
。
し
か
し

(
b
)
の
場
合
な

ら
ば
、
「
対
価
あ
る
身
分
権
放
棄
」
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
夙
に
恥
か

れ
て
お
り
(
谷
口
知
ヤ
「
身
分
権
の
放
棄
に
つ
い
て
」
(
穂
積
追
仰
)
家

族
法
の
諸
問
題
(
有
斐
悶
、
一
九
五
一
)
一
一
一
頁
)
、
扶
盃
協
議
な
ど
は
、

こ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
)
、
特
に
前
者

(
(
a
こ
で
は
、
ソ
J

の
世
嗣
忍
な

ど
と
の
関
係
で
「
父
渉
材
料
」
と
し
て
、
母
親
に
抑
圧
的
に
合
意
さ
せ
ら

れ
た
よ
う
な
事
例
は
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
υ

そ
の
柿

い
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
見
、
引
心
(
一
口
万
受
領
し
て
い
る
が
)
、
一
別
(
父

親
へ
の
解
決
企
の
記
払
い
事
例
で
あ
り
、
母
の
状
況
の
墜
さ
は

(
a
)

以

上
と
も
い
え
る
)
、
小
、
③
(
立

O
H
円
の
慰
謝
料
は
当
初
の
希
望
額
の

中
十
分
で
あ
る
)
、

mrnr(と
も
に
何
も
離
婚
給
付
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い

(a)
類
以
で
あ
る
)
、
(
一

o
h
円
の
預
人
だ
け
)
な
と
多
数
に
及

ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
バ

(
一
)
(
扶
盃
料
話
求
五
円
た
の
場
合
)

逆
に
、
百
定
例
の
論
拠
と
し
て
は
、
次
の
第
川
、
第
五
は
、
前
記
第
一

の
論
拠
の
否
定
で
あ
り
、
前
7
山
第
一
の
論
拠
を
裏
か
ら
見
た
も
の
と
も
百

え
て
、
そ
れ
(
第
一
の
論
拠
)
と
刊
一
に
帰
す
る
わ
す
な
わ
ち
、
第
阿
に
、

(
同
)
「
合
E
の
拘
京
ル
を
背
疋
す
る
」
も
の
で
あ
り
(
尚
一
(
合
E
の
実

質
的
考
察
)
、
⑬
)
、
実
質
的
に
合
意
の
趣
己
円
を
検
討
す
る
わ
け
で
あ
る
、

既
に
な
さ
れ
た
「
子
の
監
よ
処
分
一
(
民
法
ヒ
?
九
六
条
)
と
し
て
の
養
育

賓
の
同
意
は
、
ず
の
扶
養
を
釦
う
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
子
の
扶
伝
説

求
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
の
な
お
こ
の
出
t

で
、
学
説

上
、
合
意
は
、
そ
の
ま
ま
効
々
を
持
た
ず
、
扶
正
晴
ぶ
審
刊
の

4
訟
的
判

断
の
切
の
事
情
の
中
で
|
|
民
扶
養
状
態
を
否
i

注
す
る
ポ
情
と
し
て

|
|
考
慮
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
(
山
崎
削
掲
八
二
員
)
の
も
川

趣
旨
で
あ
ろ
う
c

ま
た
第
主
に
、
(

v

)

「
事
情
変
更
が
な
い
一
と
す
る
の

も
(
あ
て
第
一
の
論
拠
の
裏
側
で
あ
り
、
そ
の
際
に
、
請
求
権
不
行
使

の
合
意
か
ら
余
り
則
山
が
経
過
し
て
い
な
い
と
す
る
も
の
も
多
い
(
一
日
中
)
(

引
)
、
⑩
(
引
)
、

h~
土
一
ヵ
月
)
)
(
そ
の
妥
当
件
に
疑
問
を
投
じ
う
る

こ
と
は
、
前
述
し
た
)
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、

T
統
的
経
尚
、
紛
争
前
間
決

の
一
一
凶
引
な
と
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
も
一一
円
え
よ
う
υ

さ
ら
に
、
第
ハ
に
、
(
引
)
「
財
沖
給
付
分
を
費
消
し
た
こ
と
へ
の
問
責
・

訓
難
」
を
付
加
す
る
も
の
も
あ
る
し
(
海
一
、
ぬ
)
、
や
や
例
外
的
で
は
あ

る
が
、
約
七
に
、
(
日
)
「
(
父
が
)
扶
養
叫
能
状
態
に
な
い
」
こ
と
を
併

ー
廷
の
埋
巾
と
す
る
も
の
が
か
な
り
1
1
い
事
例
に
あ
っ
た
F

必
)
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な
お
、
第
一
八
に
、
(
川
」
「
扶
養
額
配
分
の
在
り
ん
(
ア
プ
ロ
ー
チ
の
牡

ん
)
一
を
止
白
川
に
山
川
す
も
の
が
、
近
川
町
事
例
で
浮
き
山
川
て
き
て
い
る
こ

と
も
川
同
意
さ
れ
よ
う
3

す
な
わ
ち
、
技
交
額
給
付
決
I

記
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
(
イ
)
現
状
を
べ

1
ス
に
、
伏
盃
権
利
留
の
必
要
性
に
基
づ
き
、

扶
養
必
以
性
・
可
能
性
を
勘
案
し
て
定
め
る
か
、
よ
り
(
口
)
設
計
、
が
詩

的
な
い

ν
契
約
依
拠
的
に
、
父
付
聞
の
合
意
・
協
議
な
ど
に
本
つ
一
き
、
そ

れ
に
沿
っ
て
配
分
す
る
か
、
と
い
う
リ
一
場
の
対
ム
げ
で
あ
り
、
こ
れ
を
原
理

的
に
、
「
む
祉
ア
プ
ロ
ー
チ
一
と
「
人
門
医
ア
プ
ロ
ー
チ
一
(
契
約
ギ
義
)
と

の
相
克
明
象
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
十
日
間
邦
長
・
家
族
法
(
親
族
法
相

続
法
)
講
義
録
(
ド
岡
山
社
、
一
ひ
っ
七
)
一
九
一

O
R参
同
む
の
ボ
れ

と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
内
山
♂
C
、
判
例
は
、
扶
養
比
一

般
に
つ
い
て
は
、
従
来
前
者
(
(
イ
こ
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で

の
論
占
(
養
育
告
の
父
吋
聞
の
合
意
が
あ
っ
た
場
人
門
)
に
つ
い
て
は
、
か

ね
て
後
占
(
(
口
)
)
も
有
力
で
あ
り
、
合
意
(
協
議
)
に
一
だ
の
評
耐
を

与
え
て
い
て
、
と
く
に
近
時
は
凶
山
識
的
に
後
者
を
と
る
も
の
も
目
i

止
っ
て

き
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
(
⑬
(
原
訴
と
の
ー
止
ぬ
の
刈
す
を
参
同
'
て
ゆ
一
)
。

ま
た
、
有
資
産
事
例
が
村
守
つ
(
⑬
川
)
)
の
も
一

ι時
の
特
彼
で
あ
る
。

四

本
決
定
の
問
題
点

こ
こ
で
、
本
決
定
の
分
析
を
加
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
法
的
現
出
つ
一
け
が
、

や
や
形
式
的
に
過
ぎ
る
と
一
U

え
よ
う
わ
す
な
わ
ち
、
前
述
し
た
論
拠
の
型

に
即
し
て
一
百
う
な
ら
ば
、
(

1

)

(

ど
を
晶
一
べ
る
だ
け
で
(
そ
う
い
う
説

き
方
に
、
矛
盾
的
緊
張
関
係
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
)
、

(

i

)

の
方
に

h

以
内
山
が
あ
る
如
く
で
あ
る
(
山
脇
・
前
掲
解
乱
九
凶
頁
で
、
合
意
を
創
的

ν

て
い
な
い
点
で
、
従
半
の
審
判
例
・
学
説
と
異
な
る
と
さ
れ
る
の
は
、

こ
の
趣
旨
か
)
。
そ
し
て
、
原
審
よ
り
も
、
高
裁
伏
定
の
方
が
、
や
や
磁

直
で
あ
る
(
例
え
ば
、
本
件
で
の
先
行
和
解
に
た
づ
く
父
湖
町
扶
養
料
の

支
払
い
の
科
酌
(
本
件
扶
売
市
求
額
算
定
に
お
け
る
芹
引
の
可
併
)
に
つ

い
て
は
、
原
審
で
は
、
「
差
引
計
算
は
し
な
い
が
、
こ
れ
を
一
計
さ
な
い
も

の
で
は
な
い
一
と
柔
軟
な
書
き
方
を
す
る
ご
と
的
な
則
的
で
あ
る
)

の
に
対
し
て
、
本
決
定
で
は
、
(
土
の
論
拠
の
強
調
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、

「
£
引
引
算
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
主
引

に
消
極
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
百
辞
を
す
る
)

C

そ
れ
と
関
連
す
る
が
、
実
質
的
に
本
決
定
で
、
何
が
与
え
ら
れ
て
い
る

の
か
が
、
わ
か
り
づ
ら
い
の
売
れ
和
解
と
本
件
扶
養
料
請
求
と
の
別
個
独

占
件
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
既
に
居
収
践
さ
れ
て
い
る
和
解
に
末
つ
く
片
一

万
刊
の
主
賢
官
買
の
支
払
い
と
原
審
が
命
じ
た
月
二
万
九
千
判
の
養
育
貨
の

支
払
い
を
ん
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ご
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
の
そ

う
だ
と
す
る
と
、
原
詐
が
、
労
働
制
リ
ヂ
研
究
川
に
よ
る
消
空
中
位
に
即
L
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て
父
母
の
古
い
生
活
本
準
の
も
の
に
合
わ
せ
た
了
ど
も
の
受
け
取
る
べ
き

バ
活
費
の
算
定
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
両
者
の
配
分
怜
ど
基
礎
額
と
し
て
の

川
収
に
よ
る
比
例
配
分
を
通
じ
た
扶
養
組
の
鉾
定
と
の
閣
係
は
、
明
ら
か

で
土
よ
、
n

l
JJ
し

き
ら
に
百
う
と
、
原
官
も
、
実
は
そ
の
宵
疋
プ
ロ
セ
ス
を
必
ず
し
も
明

ら
か
に
し
て
お
ら
ず
(
上
記
は
、
あ
く
ま
で
他
の
存
判
例
か
ら
付
皮
き
れ

る
鉾
定
ん
式
で
あ
り
〔
さ
ら
に
、
扶
養
料
狩
定
方
法
に
閲
し
て
は
、
注
釈

川
氏
法
(
お
)
(
右
斐
閣
、
一
九
i

ハ
九
)
一
八
一
員
以
ド
l

〔
太
田
氏
川
執
筆
〕
、

出
村
太
市
「
婚
捌
費
用
の
分
相
」
同
情
学
H
野
出
安
子
編
・
講
座
実
務

家
事
審
判
リ
ル
2
夫
婦
・

親
了
・
扶
主
関
係
(
円
本
評
論
社
、
一
九
八
八
)

五
七
頁
以
下
な
と
安
出
〕
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
万
九

C
C
C
円
の
額
が

導
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
三
既
存
の
説
一
ボ
の
不
明
任
さ
ゆ
え
に
、

Y
(抗
日
人
)
の
抗
パ
ハ
珂
出
で
も
誤
解
し
て
、

X
が
受
け
取
る
べ
き
ヰ
活

費
は
、
折
半
卜
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
お
り
、
こ
れ
と
の
関
係
で
、

両
裁
が
き
ち
ん
と
扶
養
融
持
定
根
拠
を
示
さ
な
い
と
、

Y
へ
の
説
得
力
も

之
し
い
の
で
は
な
い
か
。

ー
関
係
す
る
問
題
点

(
ご

F

根
拠
条
丈
の
関
係
)

最
後
に
関
連
す
る
問
題
点
を
い
く
つ
か
検
古
川
す
る
が
、
第
一
は
、
扶
養

料
(
養
育
費
)
清
求
の
根
拠
づ
け
に
悶
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
父
川
刷
で

な
さ
れ
る
扶
蛍
料
請
求
(
婚
畑
関
係
が
継
続
し
て
い
る
な
ら
ば
、
婚
姻
費

用
分
担
請
求
(
民
法
七
f

ハ
ロ
条
)
、
献
叫
間
後
な
ら
ば
子
の
指
定
処
分
(
い
民

法
七
六
ハ
条
)
)
一
と
「
子
ど
も
(
そ
の
法
疋
代
理
人
と
し
て
の
母
」
か
ら

の
扶
廷
料
話
求
(
民
法
八
七
七
条
ご
と
の
悶
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
多
数
以
目
判
例
は
、
両
者
を
選
択
的
に
快
中
間
刊
け
る
(
例
え
ば
、

日
野
原
円
「
父
付
間
に
養
育
費
不
請
求
の
ん
円
自
が
あ
る
場
合
又
は
養
育
費

分
担
に
つ
い
て
の
確
定
存
判
が
あ
る
地
入
門
の
子
か
ら
の
扶
養
請
求
の
可

舟
」
沼
辺
愛
一
ほ
か
編
家
事
審
判
事
件
の
研
究
(
)
(
一
村
社
、
一

九
八
八
)
二
=
七
一
一
八
良
〔
前
占
で
は
、
不
人
口
珂
な
結
果
と
な
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
、
こ
れ
を
後
者
で
補
7

ー
す
る
遣
を
閣
ざ
さ
な
い
方
が
良

い
と
す
る
〕
)
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
小
白
寿
夫
弁
議
↓
1

(

元
判
事
)

は
、
前
占
を
優
先
さ
せ
る
有
力
説
を
展
開
し
て
お
り
(
「
未
成
熟
子
の
養

育
費
の
高
求
事
刊
の
性
格
」
ケ
ー
ス
叫
究
七
ム
刊
号
(
一
九
六
三
三
「
未
成

軌
子
の
養
育
費
請
求
五
法
に
つ
い
て
」
寧
日
一
同
巻
一
二
号
二
九
八
二
)
、

「
土
木
成
熟
L
J

の
養
育
世
清
水
み
法
・
市
内
論
」
刊
タ
T

札
仁
心
号
二
九
八
六
)
)
、

川
辺
判
事
も
こ
れ
に
川
町
意
的
で
あ
る
(
選
以
恥
だ
が
)
(
沼
辺
安
「
未

成
熟
了
の
長
育
会
の
清
求
の
ん
は
」
沼
起
は
か
細
前
掲
古
一
五
九
頁
)
。

高
求
権
競
合
必
な
と
と
も
類
似
す
る
興
味
深
い
理
論
的
課
m
唱
で
あ
り
、
な
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る
ほ
と
り
問
者
は
、
戦
絞
一

0
1余
り
粁
過
し
て
か
ら
相
充
し
て
定
有
し
て

い
て
、
父
川
問
の
紛
仏
ず
と
い
う
請
求
の
実
態
に
即
し
た
特
則
と
し
て
作
置

づ
け
る
小
石
説
に
は
、
そ
れ
な
り
の
説
得
ん
は
あ
る
(
ま
た
、
婚
姻
夫
婦

の
場
合
に
は
、
後
者
の
扶
主
料
請
求
(
民
法
八
七
七
条
)
に
は
、
利
持
相

反
と
の
関
係
で
特
別
代
岬
人
的
選
H

r

p

及
び
そ
れ
と
の
共
同
代
理
)
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
の

T
続
き
の
煩
雑
さ
も
あ
り
、
を
の
凶
避
の
た
め
に
も
、

専
ら
婚
鯛
費
用
分
担
(
民
法
七
六
ひ
条
)
に
よ
り
養
育
輩
請
求
を
す
る
形

で
疋
着
し
て
お
り
(
こ
の
占
は
、
例
え
ば
、
沼
辺
前
掲
阿
六
二
凶

七
頁
参
出
)
、
実
p

助
的
以
得
心
も
あ
る
)
し
か
し
、
別
々
刻
々
事
態
に
適

九
門
的
な
扶
禁
法
に
お
い
て
は
、
夫
婦
聞
の
紛
争
処
理
だ
け
で
一
目
的
に
解

決
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
、

F
続
的
・
原
理
的
問
也
が
問
て
き
て
、
こ
れ

は
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
(
佼
述
三
一
)
参
出
口

民事判例叶究

(
己
(
離
婚
給
付
の
あ
り
ん
、
交
必
問
題
と
の
聞
係
)

上
平
間
川
起
の
背
後
に
は
、
離
婚
給
付
の
少
な
さ
、
実
効
性
の
確
保
の
間
泌

が
件
、
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
近

時
の
有
資
件
事
例
で
は
、
事
情
が
到
な
り
、
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
従
来
は
、
離
婚
給
付
舶
の
仮
さ
が
歎
ぜ
ら
れ
て
久
し
く
、
本
件

に
つ
い
て
、

F714が
、
政
判
例
よ
り
も
扶
養
料
を
認
め
る
こ
と
に
積
極
的

で
あ
る
の
は
、
こ
れ
に
関
係
す
る
で
あ
ろ
う

ま
た
、
父
捗
上
の
問
題
と
し
て
、
監
護
権
の
帰
属
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
離

婚
給
利
額
の
決
定
な
い
し
本
件
で
問
担
と
さ
れ
た
養
育
費
請
求
梓
不
行
伎

の
合
意
が
取
り
決
め
ら
れ
る
と
い
う
実
情
へ
の
処
し
方
を
考
え
て
お
く
こ

と
(
両
面
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
場
合
を
ど
う
封
ず
る
か
と
い
う
同
地
の
検
討

で
あ
る
)
は
重
山
で
あ
ろ
う
c

す
な
わ
ち
、
向
者
の
?
父
渉
上
の
リ
ン
ク
を

封
ず
る
た
め
の
手
法
と
し
て
、
例
え
ば
、
「

a)
養
育
茸
の
ヴ
人
払
い
の
基

準
の
明
確
化
、
取
す
の
執
行
の
十
全
化
が
あ
ろ
う
し
(
例
え
ば
、
能
見
拝

久
「
了
の
扶
盃
ζ

そ
の
版
行
時
保
一
ケ
l
ス
附
究
一
一
九
号
(
九
九
)

が
紹
介
す
る
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
給
与
か
ら
の
天
引
き
)
、

(
b
)
子
の
監

護
基
準
に
関
す
る
母
の
優
先
権
(
「
、
よ
た
る
長
育
者
怠
準
」
(
三
ニ
]
戸
「
〈

2
2
z
r
:
z
E
と
い
う
一
見
中
守
的
な
荒
川
平
で
も
、
母
親
に
疋
の

優
先
権
限
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
)

の
実
定
化
に
よ
り
、
ジ
工
ン
ダ

1
中
止

的
な
「
了
の
品
川
苦
利
採
」
(
丹

Z
Zえ
E
Z
Z己
主
持
王
与
ニ
己
)
本
準
よ
り

も
、
扶
養
料
が
取
引
材
料
と
さ
れ
に
く
く
な
る
で
あ
ろ
う
(
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
交
渉
と
の
関
連
も
含
め
て
、
全
川
田
邦
一
段
「
L
J
の
監
ぷ
紛
争
を
め
ぐ

る
円
本
の
法
状
況
」
川
氏
法
解
釈
と
括
れ
動
〈
所
有
九
州
(
民
法
規
論
捌

究
第
を
)
(
有
受
問
、
一

C
C
O
)
一
一
口
頁
以
ぃ
l

、
一
一
口
一貝
)
。
さ

ら
に
は
、

(
c
)

扶
養
に
悶
す
る
父
母
聞
の
ん
ロ

E
の
修
司
裁
判
を
別
途
公

式
に
認
め
て
い
く
ル

I
ト
を
設
け
る
こ
と
(
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
こ
の
よ

う
な
干
法
が
認
め
ら
れ
て
い
る
〔
一

C
C
一
年
の
改
正
に
よ
り
、
父
母
川

北法5D(3 -40:;) 1515 
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の
扶
益
料
に
閲
す
る
ん
門
H

U

(

フ
民
法
一
七
一
一
一
一

七
条
)
に
閲
す
る
事
後
的
変
更
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た

一一
l
二
l

一
一
一
条
)
ご
な
ど
が
、
有
力
株
で
あ
ろ
う
そ
し
て
こ
の
よ
う

条
、
三
七
一

ブ
民
法
三

t

な
内
容
改
一
副
の
止
式
ル

1
ト
を
設
け
る
こ
と
は
、
紛
争
の
一
一
同
的
僻
決
と

い
、
つ
よ
う
な
単
判
官
的
視
点
か
ら
の
反
論
を
封
じ
、
扶
菜
料
相
額
に
関
す
る

母
の
交
ル
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
(
な
お
、
フ
ラ
ン
ス

法
の
最
新
の
情
報
に
つ
い
と
は
、
パ
リ
在
性
の
北
大
院
ぺ

λ
向
梨
沙
氏
の

救
不
に
よ
っ
た
c

記
し
て
お
礼
中
し
上
げ
る
)
、

(
一
)
(
扶
定
額
決
定
の
原
理
的
問
地
)

最
後
に
残
る
の
は
、
前
述
し
た
扶
養
組
の
決
定
に
関
す
る
思
主
株
式
な

い
し
原
理
的
な
問
題
で
あ
る
。
扶
髭
料
(
長
育
貨
)
の
定
的
方
と
し
て
、

令
起
依
拠
的
に
決
め
る
こ
と
が
直
巳
に
い
け
な
い
と
は
い
え
ず
、
こ
こ
で

は
、
「
福
祉
ア
プ
ロ
ー
チ
一
を
と
る
か
否
か
の
原
理
的
対
守
が
控
え
て
い

る
(
例
え
ば
、
⑬
の
家
裁
と
両
裁
と
の
見
解
対
社
は
、
そ
の
立
場
決
定
の

デ
リ
ケ

I
「
さ
を
示
し
て
い
る
)
。
「
福
祉
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は
、
(
契
約
概

念
を
蛇
張
す
る
)
関
係
契
約
的
に
換
言
す
れ
ば
、
羽
子
法
・
扶
蛍
法
的
緋

杭
件
・
悶
係
性
に
留
意
し
た
特
性
に
釘
み
て
、
当
初
の
介
立
に
拘
束
さ
れ

る
「
単
発
契
約
」
視
に
支
配
さ
れ
ず
、
引
に
、
「
事
情
の
変
史
」
に
敏

感
に
、
状
況
に
応
じ
た
扶
長
内
谷
の
改
訂
に
山
け
た
扶
張
料
給
付
の
再
試

に
積
極
的
と
な
り
(
契
約
の
柔
軟
性
)
、
第
一
に
、
そ
の
緋
続
性
ゆ
え
に
、

単
発
的
な
一
目
的
給
付
は
望
ま
し
い
と
は
せ
ず
に
、
継
続
的
給
付
を
促
す
ま
た

ItiJと5D(3・4(4)1516

こ
と
な
ど
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
(
継
続
件
へ
の
情
意
)

第
一
に
、
扶
張
関
係
に
お
け
る
権
か
関
係
(
抑
民
的
不
均
街
な
財
産
配

分
)
に
也

E
し
て
、
そ
の
矯
半
的
な
財
並
配
分
志
向
に
も
好

E
的
に
な
ウ

、
つ
(
関
係
契
約
に
お
け
る
権
力
問
題
の
抽
出
)
「
こ
う

v

た
関
係
契
約
理

論
の
原
点
で
あ
る
マ
ク
ニ

1
ル
坦
論
に
つ
い
て
は
、
古
田
邦
彦
「
7
2

7
Z
E
E
-
町

5
3ぎ
た
ら

t
E
~
E旬。
¥(
4z
z
n
E
E
F
E
S
E
-
ア
メ
リ
カ
法

[
一
九
一
八
九
二
八
口
八
七
頁
、
川
契
約
法
医
事
法
の
悶
係
的
展

開
(
民
法
理
論
研
究
弟
一
巻
)
(
有
斐
問
、
一
ひ
っ
一
)
九
八
貞
以
下
、

抗
命
作
己
ω
。
目
。
一一】巾立一

to--。
。
ロ
己
皇
内
村
芯
【
nhい
V
J
J向
Q
2
H
2
F
Q
w
w
m」
ミ
ピ
』
ト
V
E
R
去、
RW3u
ミ

m
F
L
又
吉
3
2
a
w
H
A
可
C
8
2
、
同
芯
円
ミ
之
、
E
h
h
a
H
h
]
{
右民自戸川一
E

F

目F
t
~

旧公山一
P
F

ヨ
ロ
)
の
か
く
与
え
る
と
、
近
時
継
続
的
問
人
約
で
説
諭
さ
れ
る
品
1

口
は
、

既
に
関
係
契
約
の
最
た
る
親
L
J
法
で
は
、
扶
養
の
刊
断
枠
組
み
(
福
祉
ア

プ
ロ
ー
チ
)
と
し
て
検
川
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
本
論
点
で
は
、

た
ま
た
ま
開
発
契
約
械
が
絢
い
ー
父
ぜ
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
詞
牲
が
余
儀

な
く
さ
れ
る
点
で
、
理
論
的
に
も
興
味
深
い
の
で
あ
り
、
私
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
珂
品
的
パ
ソ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
も
、
そ
う
あ
っ
さ
り
と
、
「
八
口

意
目
契
約
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
、
扶
主
法
で
採
っ
と
よ
い
も
の
か
、
懐
疑
的

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
利
一
打
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
c


